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第二特集 ─知られざる成長産業─ 

「陸自やったら、農業の方が楽。
 給料も取れると思う」

「会社員や自衛官の友だちに
 話すと、皆やりたい、と」

大分県の臼杵市アグリ起業学校３期生（前列）と
バックアップする県・市の農業関係職員

大分県農林水産部　新規就業・経営体支援課　Tel 097-506-3586 　HP http://www.pref.oita.jp/soshiki/15270/

前
ペ
ー
ジ
の
イ
チ
ゴ
栽
培
の
よ
う
に

多
額
の
自
己
資
金
が
な
く
て
も

農
業
は
で
き
る
。

未
経
験
者
が
最
初
か
ら
利
益
を

出
せ
る
よ
う
手
厚
く
指
導
し
て
く
れ
る

学
校
が
あ
る
の
だ
。

農
業
は
国
や
自
治
体
の

国
の
交
付
金※

が

一
人
1
5
0
万
円×

５
年
間
！

農
林
水
産
省
は
、
45
歳
未
満
で
独
立

自
営
す
る
新
規
就
農
者
に
年
間
最
大

１
５
０
万
円
を
最
長
５
年
間
交
付
し

て
い
る
。研
修
中
は
年
間
１
５
０
万

円
、最
長
２
年
間
。

※

農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金

移
住
時
の
家
の
補
修
費
を

半
額
1
0
0
万
ま
で
！

大
分
県
臼
杵
市
で
は
、空
き
家
バ
ン
ク

登
録
物
件
の
所
有
者
な
い
し
市
外
か

ら
の
移
住
希
望
者
に
対
し
て
、空
き

家
改
修
費
の
２
分
の
１
、上
限
１
０
０

万
円
を
助
成
し
て
い
る
。

妻
が
妊
娠
し
た
際
に

人
件
費
の
半
額
を
補
助

大
分
県
臼
杵
市
で
は
、夫
婦
の
み
で

就
農
の
場
合
、就
農
か
ら
５
年
以
内

の
周
産
期
中
に
必
要
な
外
部
雇
用
の

人
件
費（
１
日
８
時
間
、週
５
日
、４

カ
月
限
度
）の
半
額
を
補
助
す
る
制

度
も
あ
る
。

（下川祥吾さん）

（玖須一樹さん）

123
ス
ゴ
イ
！
が

優
遇
制
度

ピーマン20a（アール）
の場合

ピーマン15aと
サツマイモ60aの場合

売　上　7,280,000円
経　費　4,040,000円
所　得　3,240,000円

売　上　8,220,000円
経　費　4,390,000円
所　得　3,830,000円

一
品
種
単
独
経
営

二
品
種
複
合
経
営

中津市梨学校

大分 ”味一ねぎ” 
トレーニングファーム（こねぎ）

宇佐市FS（ぶどう）

日田市FS（梨、えのき茸）

玖珠町FS
（ピーマン、白ねぎ、トマト、キュウリ）

九重町トマトFS
（トマト、ミニトマト、椎茸【生・乾】）

由布市FS
（梨、ほうれんそう、イチゴ、ナス、多品目露地野菜）

竹田市FS（トマト）

インキュベーションファーム
（豊後大野市：ピーマン）

豊後高田市アグリチャレンジスクール
「新規就農コース」

（イチゴ、白ねぎ、花き、有機野菜、放牧など）

国東こねぎトレーニングファーム

国東花学校

国東市FS（ミニトマト）

杵築いちご学校

杵築市FS（輪菊など花き）

大分市FS（イチゴ、ニラ、ピーマン）

臼杵市アグリ起業学校（ピーマン）

臼杵市FS
（ピーマン、露地野菜【有機野菜】、イチゴ）

津久見市FS
（ハウスみかん、温州みかん、

柑橘類【不知火、サンクイーン】、カボス）

佐伯市FS
（イチゴ、アスパラガス、ニラ、施設柑橘【みかん】）

就農学校　
ファーマーズスクール（FS）

緑字
橙字

農業するなら大分県
毎年20～30人以上の新規就農者を育成

ピ
ー
マ
ン
主
体
で
初
年
度
か
ら

４
０
０
万
円
超
の
所
得
も
可
能

大
分
県
の
臼
杵
市
ア
グ
リ
起
業
学
校
で
は
ピ
ー
マ

ン
の
栽
培
を
主
体
に
学
ぶ
。
大
分
県
は
夏
秋
ピ
ー
マ

ン
の
生
産
量
が
西
日
本
一
。「
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い

て
安
定
販
売
が
見
込
め
る
う
え
、
比
較
的
低
い
初

期
投
資
額
で
始
め
ら
れ
ま
す
」（
臼
杵
市
農
林
振
興

課
・
安
藤
悠
城
さ
ん
）。
１
年
間
の
研
修
中
、
市
内

で
の
農
地
探
し
も
支
援
し
て
く
れ
る
。
卒
業
後
す
ぐ

就
農
で
き
る
よ
う
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
が
整
っ
て

い
る
の
だ
。

１
期
３
〜
６
人
で
、
現
在
３
期
生
が
卒
業
し
就
農

し
た
ば
か
り
。
新
た
な
生
産
者
と
し
て
市
や
農
協
、

生
産
部
会
の
協
力
を
受
け
な
が
ら
栽
培
技
術
に
磨
き

を
か
け
、
ま
ず
は
経
営
５
年
目
の
所
得
４
０
０
万
円

を
目
指
す
。
先
輩
農
家
の
中
に
は
就
農
３
年
で
部
会

表
彰
を
受
け
た
人
も
い
る
。
農
協
に
全
量
出
荷
で
き

「
収
量
を
上
げ
れ
ば
上
げ
る
ほ
ど
儲
か
る
と
励
ま
し
て

い
ま
す
」（
専
任
講
師
・
佐
藤
照
美
さ
ん
）。
卒
業
生

の
就
農
者
に
は
県
外
か
ら
の
移
住
組
も
い
る
。

 

臼
杵
市
の
取
り
組
み

３
期
生
の
下
川
祥
吾
・
久
美
子
夫
妻
は
ピ
ー
マ
ン

15
ア
ー
ル
と
あ
ま
ね
ぎ
10
ア
ー
ル
を
栽
培
。
2
人
と

も
大
分
市
で
介
護
福
祉
士
を
し
て
い
た
が
、
祥
吾
さ

ん
の
祖
父
は
由
布
市
の
イ
チ
ゴ
農
家
で
、
い
つ
か
農

業
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
ネ
ッ
ト
と
テ
レ
ビ
で

同
時
に
臼
杵
市
ア
グ
リ
起
業
学
校
の
こ
と
を
知
る
と

い
う
運
命
の
出
会
い
で
入
学
。
蓄
え
が
な
か
っ
た
の

で
国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
準
備
金
に
し
た
。

ピ
ー
マ
ン
栽
培
で「
大
変
な
の
は
真
夏
の
収
穫
時

の
暑
さ
と
堆
肥
を
入
れ
る
と
き
の
重
労
働
く
ら
い
。

未
経
験
で
も
意
外
に
で
き
そ
う
」（
祥
吾
さ
ん
）と
い

う
の
が
研
修
を
終
え
て
の
印
象
。
久
美
子
さ
ん
は
夫

の
就
農
の
決
断
を
聞
い
た
と
き「
漠
然
と
し
た
不
安
」

を
抱
い
た
が
、
大
分
県
の
新
規
就
農
フ
ェ
ア
で
生
産

者
の
声
を
聞
き
県
や
市
の
担
当
者
に
会
う
う
ち「
農

業
で
生
活
で
き
る
」イ
メ
ー
ジ
が
湧
い
て
き
た
。

大
分
市
の
繁
華
街
で
焼
肉
店
を
営
む
、
同
じ
く

３
期
生
の
玖
須
一
樹
さ
ん
は
、
店
の
農
業
部
門
と

し
て
収
穫
の
一
部
を
焼
き
野
菜
な
ど
の
材
料
に
で

き
れ
ば
、
と
の
動
機
で
就
農
し
た
。
ピ
ー
マ
ン
15

ア
ー
ル
と
甘
太
く
ん（
大
分
ブ
ラ
ン
ド
の
サ
ツ
マ
イ

モ
）60
ア
ー
ル
を
栽
培
。
客
が
来
な
い
と
商
売
に
な

ら
な
い
飲
食
店
に
比
べ
れ
ば「
手
を
か
け
た
分
だ
け

お
金
に
な
る
の
で
農
業
の
ほ
う
が
経
営
し
や
す
い
」

と
玖
須
さ
ん
は
感
じ
て
い
る
。
特
に
大
分
の
ピ
ー

マ
ン
や
サ
ツ
マ
イ
モ
は
農
家
の
部
会
の
力
が
強
く
、

農
協
の
流
通
ル
ー
ト
も
盤
石
な
の
で
計
算
が
立
ち

や
す
い
の
だ
。

繁
華
街
の
飲
食
店
に
は
、
年
齢
を
経
る
と
夜
の

水
商
売
を
卒
業
し
昼
の
仕
事
に
就
き
た
い
人
も
多

い
と
か
。「
そ
ん
な
人
た
ち
を
巻
き
込
み
収
穫
を

手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
最
終
的
に
は
産
直
ス
ー

パ
ー
な
ど
を
開
い
て
仕
事
場
を
提
供
し
、
飲
食
と

農
業
と
物
販
の
融
合
を
目
指
し
た
い
」と
、
玖
須
さ

ん
の
夢
は
ふ
く
ら
む
。

販
路
が
安
定
し
、
初
期
投
資
額
が
少
な
く
、
栽
培

が
難
し
く
な
い
作
物
さ
え
選
べ
ば
農
業
は
リ
ス
キ
ー

な
仕
事
で
は
な
い
。
一
方
、
付
加
価
値
の
高
い
有
機

農
法
で
独
自
の
販
路
を
開
拓
す
る
な
ど
挑
戦
的
な
選

択
肢
も
。
農
業
の
未
来
は
多
様
に
開
か
れ
て
い
る
。

  2627


